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１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 39,905 18.0 756 － 1,487 134.8 541 －

2021年３月期第３四半期 33,831 △21.2 △97 － 633 △79.2 15 △99.2
(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 2,401百万円( 47.8％) 2021年３月期第３四半期 1,624百万円(△40.1％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 24.92 －

2021年３月期第３四半期 0.71 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 78,510 48,489 55.3

2021年３月期 75,502 47,154 56.4
(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 43,416百万円 2021年３月期 42,566百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 17.00 － 21.00 38.00

2022年３月期 － 18.00 －

2022年３月期(予想) 22.00 40.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 14.6 1,100 28.1 1,950 △18.9 850 △34.7 39.15
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 23,611,200株 2021年３月期 23,611,200株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 1,890,406株 2021年３月期 1,905,857株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 21,713,190株 2021年３月期３Ｑ 22,007,007株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は
様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての
注意事項等については、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におきましては、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展により、経済活動正常化

が期待されたものの、新たな変異株による感染症再拡大に加え、原材料価格の高騰、世界的な半導体不足、サプラ

イチェーン停滞等の影響は依然大きく、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況のもと、当社グループは、徹底した感染症拡大防止策を講じながら、新中期経営計画の基本戦略

を推進し、収益基盤の強化やサステナビリティ経営の推進に努めてまいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は399億５百万円（前年同期比18.0％増）となり、前年同期

比では大きく回復いたしました。

損益面につきましては、継続的な原価低減活動・経費低減策を推進した一方、原材料価格高騰等の影響を受け、

営業利益は７億５千６百万円（前年同期は営業損失９千７百万円）となりました。経常利益は、持分法による投資

利益や為替変動の影響等により14億８千７百万円（前年同期比134.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

５億４千１百万円（前年同期比3,353.6％増）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

[ 塗料関連事業 ]

国内需要は回復基調にあることから、主力製品の防水材を中心に建築・構築物用塗料の販売は前年同期比で順

調に推移し、工事関連売上の集合住宅大規模改修工事につきましては、前年同期比で117.8％増と大きく増加いた

しました。この結果、当セグメントの売上高は142億６千８百万円（前年同期比37.4％増）となりました。

損益面では、原材料価格高騰等の影響があったものの、売上高の回復を受け、セグメント利益は３億３千１百

万円（前年同期比571.6％増）となりました。

[ 自動車製品関連事業 ]

世界的な半導体不足や新型コロナウイルス感染症再拡大の影響が懸念されるものの、一定の需要回復を受け、

当セグメントの売上高は256億２千６百万円（前年同期比9.4％増）となりました。

損益面では、売上高の回復に加え、原価低減活動・経費低減策推進に一定の成果があったものの、原材料価格

高騰等の影響によりセグメント利益は４億１千９百万円（前年同期はセグメント損失１億５千１百万円）となり

ました。

[ その他 ]

保険代理業の売上高は１千万円（前年同期比0.1％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ30億７百万円増加し、785億１千万円

となりました。主な要因は、現金及び預金の増加15億２千６百万円、受取手形、売掛金及び契約資産の増加16億８

千８百万円、仕掛品の増加９億９千２百万円、有形固定資産の減少17億５千１百万円によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ16億７千３百万円増加し、300億２千１百万円となりました。主な要因は、

支払手形及び買掛金の増加15億９千１百万円によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ13億３千４百万円増加し、484億８千９百万円となりました。主な要因

は、利益剰余金の減少２億７千７百万円、為替換算調整勘定の増加８億８千７百万円、非支配株主持分の増加４億

８千４百万円によるものです。この結果、自己資本比率は1.1％減少し、55.3％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期の連結業績予想につきましては、2021年11月10日に公表いたしました業績予想から変更はあり

ません。

なお、この業績予想は、当社が現時点で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の根拠に基づいており、

実際の業績等は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,535 8,061

受取手形及び売掛金 11,093 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 12,782

電子記録債権 3,102 3,276

商品及び製品 1,392 1,687

仕掛品 417 1,409

原材料及び貯蔵品 1,179 1,325

未収還付法人税等 167 55

その他 1,529 570

貸倒引当金 △4 △3

流動資産合計 25,414 29,165

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 8,855 9,746

機械装置及び運搬具（純額） 8,751 8,412

土地 4,710 4,710

建設仮勘定 2,509 931

その他（純額） 2,192 1,466

有形固定資産合計 27,018 25,267

無形固定資産

その他 1,244 1,255

無形固定資産合計 1,244 1,255

投資その他の資産

投資有価証券 18,762 19,055

長期貸付金 1,410 1,433

繰延税金資産 129 139

その他 1,571 2,245

貸倒引当金 △50 △51

投資その他の資産合計 21,824 22,821

固定資産合計 50,087 49,344

資産合計 75,502 78,510
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,164 8,756

電子記録債務 3,250 2,818

短期借入金 5,608 6,786

リース債務 6 7

未払法人税等 238 285

役員賞与引当金 102 －

その他 3,405 3,632

流動負債合計 19,775 22,286

固定負債

長期借入金 3,667 2,663

リース債務 12 18

退職給付に係る負債 3,520 3,440

繰延税金負債 1,260 1,506

その他 111 105

固定負債合計 8,571 7,734

負債合計 28,347 30,021

純資産の部

株主資本

資本金 4,753 4,753

資本剰余金 4,190 4,189

利益剰余金 30,064 29,787

自己株式 △1,119 △1,111

株主資本合計 37,888 37,618

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,149 5,402

為替換算調整勘定 △636 250

退職給付に係る調整累計額 165 144

その他の包括利益累計額合計 4,677 5,797

非支配株主持分 4,588 5,072

純資産合計 47,154 48,489

負債純資産合計 75,502 78,510
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 33,831 39,905

売上原価 27,373 32,499

売上総利益 6,458 7,405

販売費及び一般管理費 6,555 6,649

営業利益又は営業損失（△） △97 756

営業外収益

受取配当金 183 175

持分法による投資利益 315 214

雇用調整助成金 130 62

その他 170 336

営業外収益合計 800 789

営業外費用

支払利息 42 43

為替差損 10 －

その他 17 14

営業外費用合計 70 58

経常利益 633 1,487

特別利益

固定資産売却益 7 5

受取保険金 2 14

投資有価証券売却益 2 217

特別利益合計 12 237

特別損失

固定資産処分損 43 49

投資有価証券売却損 0 －

特別損失合計 43 49

税金等調整前四半期純利益 602 1,675

法人税等 305 674

四半期純利益 296 1,001

非支配株主に帰属する四半期純利益 281 460

親会社株主に帰属する四半期純利益 15 541
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 296 1,001

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,868 251

為替換算調整勘定 △194 569

退職給付に係る調整額 18 △24

持分法適用会社に対する持分相当額 △363 603

その他の包括利益合計 1,327 1,399

四半期包括利益 1,624 2,401

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,443 1,661

非支配株主に係る四半期包括利益 181 740
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法によっております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下の通りです。

・金型取引

一定の期間にわたって顧客から回収する金型関連費用については、従来は当該期間に応じて売上高と売上原

価を計上しておりましたが、特定の要件に該当する場合には、一時点で売上高と売上原価を計上する方法に変

更しております。

・顧客に支払われる対価

顧客に支払われる対価である売上リベートについては、従来は販売費及び一般管理費として処理する方法に

よっておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。

・買戻し契約

当社グループが支給元となる有償支給取引については、従来は有償支給した支給品について消滅を認識して

おりましたが、支給品を買い戻す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しており

ます。また、従来は支給先から受け取る対価を収益として認識しておりましたが、当該収益を認識しない方法

に変更しております。さらに、当社グループが支給先となる有償受給取引については、従来有償支給元への売

り戻し時に売上高と売上原価を計上しておりましたが、加工代相当額のみを純額で収益として認識する方法に

変更しております。

・代理人取引

顧客への販売における当社グループの役割が代理人に該当する取引について、従来顧客から受け取る対価の

総額を収益として認識しておりましたが、当該対価の総額から第三者に対する支払額を差し引いた純額で収益

を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の

期首残高が32百万円増加しております。また、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の売上高が386

百万円増加し、売上原価が15百万円減少し、販売費及び一般管理費が48百万円減少し、営業利益、経常利益及

び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ450百万円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計

年度について新たな表示方法による組替えを行っておりません。
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（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に

与える影響はありません。

（セグメント情報等）

前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

塗料関連
自動車
製品関連

計

売上高

外部顧客への売上高 10,386 23,434 33,820 10 33,831 － 33,831

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2 － 2 － 2 △2 －

計 10,389 23,434 33,823 10 33,834 △2 33,831

セグメント利益又は損失（△） 49 △151 △102 5 △97 － △97

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。

２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

塗料関連
自動車
製品関連

計

売上高

外部顧客への売上高 14,268 25,626 39,894 10 39,905 － 39,905

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2 － 2 － 2 △2 －

計 14,271 25,626 39,897 10 39,908 △2 39,905

セグメント利益 331 419 751 5 756 － 756

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業であります。

２ 調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　 ３．報告セグメントの変更等に関する事項

（会計方針の変更）に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より「収益認識に関する会計基準」等を適

用しております。この結果、従来の方法によった場合と比べて、塗料関連の売上高は199百万円減少し、セグ

メント利益に与える影響はありません。自動車製品関連の売上高は586百万円増加し、セグメント利益が450

百万円増加しております。

　




